
横山茂之博士の研究業績概要 

 

横山茂之博士は、構造生物学の先駆者であり、翻訳など生命に必須のシステムを構成す

る生体高分子の立体構造と作用機序の解明で多くの顕著な業績をあげている。また、構造生

物学の知見を応用し、有用な天然または非天然のアミノ酸や塩基を部位特異的にタンパク質

や核酸に取り込ませる人工遺伝暗号系の開発を行い、成果を上げている。 

構造生物学については、遺伝暗号の発現（セントラルドグマ）を中心に、それらに含ま

れるタンパク質などの構造解析をＸ線結晶解析法やNMR分光法を用いておこない、多くの業

績をあげている（タンパク質合成を担うリボソームとRNA合成を担うRNAポリメラーゼを筆頭

に、DNA組み換え酵素、ヌクレオソーム、ヒストン修飾酵素、RNAヘリカーゼ、RNAプロセシ

ング酵素、RNA修飾酵素、アミノアシルtRNA合成酵素、翻訳因子等）。また、細胞内シグナ

ル伝達に関わるタンパク質群についても多大な成果をあげており、上皮成長因子受容体の結

晶構造は特筆に値する。 

人工遺伝暗号系では、RNAポリメラーゼやDNAポリメラーゼを改変し、天然にはない塩基

対をRNAやDNAに自由に取り込ませることを可能にしている。さらに、アミノアシルtRNA合成

酵素を改変し、リジンやチロシンの誘導体を目的タンパク質の任意の箇所に導入する画期的

な技術を確立している。 

このように、横山博士は構造生物学や合成生物学の分野における第一人者であり、先端

的な研究を行っている。また、これまでに多くの大学院生を育て、博士学位取得者65名を輩

出し、教育に関しても多大な貢献をしている。 
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